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北海道内の水道水質検査機関を対象としたフェノール類に
　　　　　　　　　　関する外部精度管理について
　　　Roulld　Rob血Test　for　Phenols　Determination
on　the　Tap　Water　Inspectional　Laboratories　in　Hokkaido
千葉　真弘 伊藤八十男
Masahiro　CHIBA　and　Yasoo　IToH
　The　round　robl血test　for　determj血ation　of　phenols（pheno1，2－chloropheno1，4－chlorophenol，2，4－
dichlorophenol，2，6－dichlorophenol　and．2，4，6－trichloropheno1）was　carried　out　among　different　24
1aboratories，　engaged　血　the　water　analysis　on　the　dr加king　water　quahty　standards　血
Hokkaido．
　The　coefficient　of　variation（C．V。）value　within　the　laboratories　for　phenols（as　tota1）was
below　20％．　In血dividual　phenols，　however，　the　C．V．　value　for　4－chlorophenol　was　over　20％at
one　laboratory．　Although　analytical　sample　had　no　2，4－dichlorophello1，　most　of　laboratories（19
1aboratories）reported　about　the　value　of　2，4－dichloropheno1，　by　mistak血g　of　2，6－dichloropheno1．
Zscores　of　phenols　were　with加2（satisfactory）at　231aboratories，　and　over　3（unsatisfactory）
at　one　laboratory．
Key　words：round　robin　test（外部精度管理）；phenols（フェノール類）；tap　water（水道）；
　　　　　Hokkaido（北海道）；Zscore（Zスコア）
「
目 的
　水道水に係る水質試験の結果は，飲料水の安全性を保証
する基礎となるとともに，水道施設の適正な維持管理のう
えでも重要である．従って，水質試験により得られる値は
正確で信頼性の高いことが絶対的条件であり，水道水質試
験を行う検査機関にあっては，採水から分析に至る全過程
において精度管理に努めるよう，厚生労働省より通知され
ている1）．
　北海道は平成6年9月，水道水質の適正な管理と計画的
な水質検査や精度管理に係る「北海道水道水質管理計画」
を策定した（平成17年3月改訂）．これに基づき北海道内
の水道水質基準全項目試験の実施可能検査機関を中心とす
る「北海道水道水質管理協議会」が設立された。同協議会
では，平成7年度より当所飲料水衛生科を指導機関として，
水道水質全項目試験を行っている検査機関を対象に外部精
度管理を実施することとしている．この目的は各検査機関
において採用されている分析方法，測定条件，得られた分
析値の精度及び正確さの実態を把握することにより，個々
の分析担当者はもとより，参加機関全体の分析技術の向上
を図るとともに，道内の水道水質に係る試験検査結果の信
頼性を確保することである．平成18年度には，平成16年4
月1日より施行された新しい水質基準2）で，その試験方法
が変更されたフェノール類についての外部精度管理を実施
した．本報告はこの結果をまとめたものである．
方 法
1．実施方法
　本精度管理は，当所飲料水衛生科が作成した平成18年度
外部精度管理実施要領に基づき実施された．参加した各検
査機関は，精度管理用統一試料（以下，統一試料とする）
について，実施要領に従って分析を行い，その結果等を当
所宛に報告した．当所は各検査機関からの報告内容を取り
まとめ統計的解析を行ったうえ，全体の結果を北海道水道
水質管理協議会に報告した．
2．参加検査機関及び実施時期
　本外部精度管理に参加した検査機関は，水道事業者12，
水道用水供給事業者2及び水道法第20条に基づく登録検査
機関10の合計24機関である．
　統一試料は平成19年1月下旬に関東化学（株）から各検査
機関が購入した．分析結果等の報告期限は同年2月23日ま
でとした．
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Table　l　Concentration　of　Phenols　in　Analytical　Sample
Co皿pound Concentration　ofeach　pheno1（mg／L）
Converted　concentration
　　to　phenol（mg∠L）
　　　Pheno1
　2－Chloropheno1
　4－Chloropheno1
2，4－Dichloropheno1
2，6－Dichloropheno1
2，4，6－Trichloropheno1
0．00030
0．00050
0．00040
0
0．00100
0．00100
0．00030
0．00037
0．00029
0
0．00058
0．00048
Total（as　phenols） 0．00202
3，統一試料
　統一試料は，フェノール（3．Omg／L），2一クロロフェノール
（5．0皿g／L），4一ク雅情フェノール（4．Omg／L），2，6一ジクロ
ロフェノール（10．Omg／L）及び2，4，6一トリクロロフェノー
ル（10。Omg／L）のアセトン溶液である，なお，測定対象
となるフェノール類のうち，2，4一ジクロロフェノールにつ
いては，各検査機関が，それぞれの化合物のピークを正し
く同定しているかについて調査するため，加えていない．
　統一試料の調製は関東化学（株）に依頼し，フェノール類
の濃度は同社によって保証されている．
4．分析試料
　分析試料は，統一試料をそれぞれの検査機関で精製水を
用いて10倍に希釈したのち，さらに精製水を用いて1，000倍
に希釈した水溶液，すなわち統一試料の10，000倍希釈水溶
液を用いることとした．分析試料中のフェノール類濃度を
Table　1に示す．希釈の方法は原則として，統一試料1．O
mLを10　mL一メスフラスコにとり，精製水を加えて全量を
10mしとする（10倍希釈液）．次に，十分に振り混ぜて均．
一とした10倍希釈液0．5mLを500　mL一メスフラスコにとり，
精製水を加えて全量を500mしとすることとした．精製水
はイオン交換法，逆浸透法，蒸留法面またはそれらを組み
合わせた方法により精製した水で，その電気伝導率が2
μS／cm以下のもの，またはフェノール類の試験の際に日
常採用している水を使用するように指定した．
5．分析方法，測定回数及び結果の報告
　分析方法は厚生労働省告示鋤及び上水試験方法岡に示
された方法を基本とし，各検査機関が日常採用している方
法により分析・測定を行うこととした．
　厚生労働省告示3）では，各フェノール類をそれぞれ定量
した上，その濃度をフェノールへと換算し，それらの値を
合計してフェノール類濃度として表示することとされてい
る．従って，分析試料のフェノール類濃度は，Table　1に
示すとおりである．
　測定は5回の並行測定とした．5個の分析試料（統一試
料の10，000倍希釈水溶液）を調製し，それぞれについて測
定を行うこととした．なお，濃縮などの前処理操作を行う
場合には，5個の試料それぞれについて前処理及び測定を
行うこととした．得られた5個の分析値：及び平均値，分析
手順，機器の測定条件等を，所定の様式により報告するよ
う指示した．
　異常値の棄却検定にはGrubbsの方法7）（有意水準5％），
精度及び平均値の差における有意差検定にはF検定及び’
検定（ともに有意水準5％）を用いた，
　また，各施設の測定値について，全施設の測定値の中に
おける相対的位置（中央値からのずれ）を評価するため，
Zスコア8－10＞を用いた．
結 果
1．分析方法，固相カラム，濃縮溶出条件，測定条件など
　各検査機関から報告された濃縮条件等をTable　2に示
す．
　フェノール類の測定法は，すべての検査機関が公定法で
ある固相抽出一誘導体化一ガスクロマトグラフー質量分析
（GCIMS）法を採用していた．参加した24検査機関におい
て，測定前処理の固相カラムは3社の4製品が使用されて
いた．カラム充填材としてポリマー系のジビニルベンゼン・
1＞一ビニルピロリドン共重合体を用いた検査機関が17機関で
あり，最も多かった．次いでN含有ジビニルベンゼン・メ
タクリレート共重合体が6機関，スチレンジビニルベンゼ
ン・メタクリレート共重合体が1機関であった．
　固相カラムへの試料の通水には，24検査機関中22検査機
関でコンセントレータ等が使用されていた．加圧による通
水は20機関，吸引による通水が4機関であった．通水速度
は，20mL／分で行った検査機関が10機関，16　mL／分が1機
関，15皿L／分が2機関，10～15mL／分が1機関，10　mL／分
が10機関であった．試料の通水量は，すべての検査機関で
500mしであった．
　通水後の固相カラムの乾燥はすべての検査機関で行って
おり，通気のみの機関が最も多く9機関，吸引のみが7機
関，吸引と通気の併用が6機関であった．遠心分離と吸引
または通気を併用した機関は2機関であり，このうち遠心
分離後に通気した機関が1機関，吸引した機関が1機関で
あった．
　固相カラムからのフェノール類溶出にあたり，溶出溶媒
である酢酸エチルの送高速度を一定とするため送液ポンプ
等を使用した検査機関が10機関，ポンプ等を使用しなかっ
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TabIe　2Concentrating　Methods　of　Analytical　Sample　in　Each　Laboratory
　　　　Solid
No　phase．
　　　　（※1）
Loading　methods Dry㎞g　methods　of　columnElution　methods
MethodVelocity　Concentrator（mL／m㎞）　　（※2） Method・Ti皿e
Aeration
　　gas
Velocity　Volume　Pump　Dry
（mL／min）　（lnL）　（※2）（※．3）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
A
A
A
A
A
A
B
B
B
A
C
B
A
B
A
B
A
A
A
A
A
A
A
A
Compression
Compression
Compression
Compression
Compression
Compression
Asphation
Asp虻ation
Compression
Compression
Compression
Co血pression
Compression
Compression
Asph7ation
Compression
Compression
Compression
C．ompression
Compression
Aspiration
Compression
Compression
Compression
　　20
　　10
　　20
　　10
　　20
　　20
　　10
　　10
　　10
　　20
　　15
　　20
　　20
　　10
10－15
　　20
　　10
　　20
　　20
　　15
　　10
　　10
　　10
　　16
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
N
Y
Y
Y
Y
Y
N
Y
Y
Y
　　　Aspiration十
　　Aeration　20m血
　　Aeration　30m㎞
　Aspiration　30min
　　　Centrifugation
（3000rpm）10血　→
　Asp廿ation　60m血
　Aspkation　lm血・
　　Aeration　30min
　　Aeration　30エn血
　Aspiration　60m血
　　　Centr血gation
（2600rpm）15min　→
　　Aeration　30m血
　　　Asp血ation十
　　Aeration　30m血
　　　　Aspiration
　　30min　and　above
　　Aeration　30min
　Aspiration　45mh1・
　　Aeration　30m血
　　　Aspiration十
　　Aeration　30m血
　　　　Aeration十
　　Aspiration　45m血
　　Aeration　45min
　　Aspiration　90min
　　Aeration　30n血
　　Asp辻ation　60min
　　Asphation　60m血
　　Aeration　30血
　　Aeration　30m血
　　Aspiration　30血n
Aeration　about　60m血
　　Aeration　45m血
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
N2
　2
0α．2
　5
2．5
　1
　10
　5
　　1
　　1
　　1
　5
　2
　　1
　15
2－3
　　5
　　1
　　5
　　2
　10
co．2
　　1
　　5
5
3
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5．5
5
5
5
5
5
5
5
5
　5
　5
Y
N
Y
N
N
Y
Y
Y
N
Y
Y
N
N
N
N
N
Y
N
N
Y
N
N
Y
N
　I
N．R．
　I
II
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　H
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
　I
※1
※2
※3
　　　　　　Loa磁ng　vol㎜e：500皿
A＝div血ylbenzene－1V」vinylpyrrolidone，　B＝divinyユbenzene－methacrylate，
C：stアrene－divinylbenzene－methacrylate
Y：Yes，　N：No
I：After　elution，　H：At　elution，　N．R．：Not　recorded
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Table　3Statistic　Values　of　Phenols　Determination　among　24　Laboratories
Items Values
　　　　Number　of’laboratories
　　　　　　Number　of　results
　　　　　　Average（μ，　mg／L）
　　　　Maximum　value（mg／L）
　　　　Minimum　value（mg／L）
　　　　　　Unbiased　variance
　　　Standard　deviation（S．D．）
　　　　　　　　Recovery（％）
Coefficient　of　variance（C．V．，％）
　　　　　　Data　range（mg／L）
　　　Confidence　interval　（95％）
　　　　　　　　24
　　　　　　　　120
　　　　　　　　　0．00206
　　　　　　　　　0．00424
　　　　　　　　　0：．00156
　　　　　　　　　0．000000196
　　　　　　　　　0．00044248
　　　　　　　　102．0
　　　　　　　　21．50
　　　　　　　　　0．00268
0．00198＜μ＜0．00214
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μo＋3σ〃『n（0．00218）
True　value（0．00202）
Average（μo）（0．00206）
μo－3σ！ヂn（0．00194）
　　　　：　Confidence　interval（99．7）
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Fig．1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Laboratory　No．
Measurement　Result　and　lts　Deviation　as　Total　Amount　of　Phenols　in　Each　Laboratory
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Table　4　Measurement　Result　of　Phenols　Determination　in　Each　Laboratory
No Measurement　value（mg／L）Average
（mg／L）
S．D．　　Recovery　　C．V．
　　　　　（％）　　　（％）
ZScore
Max． Min． Range
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
0．00239　　　　0．00210　　　　0．00029
0．00201　　　　0．00195　　　　0．00006
0．00186　　　　0．00167　　　　0．00019
0．00199　　　　0．00187　　　　0．00012
0．00202　　　　0．00199　　　　0．00003
0．00190　　　　0．00178　　　　0．00012
0．00179　　　　0．00175　　　　0．00004
0．00209　　　　0，00201　　　　0．00008
0．00183　　　　0．00173　　　　0．00010
0．00232　　　　0．00211　　　　0．00021
0．00220　　　　0．00209　　　　0．00011
0．00205　　　　0．00200　　　　0．00005
0．00194　　　　0．00184　　　　0．00010
0．00255　　　　0つ0167　　　　0．00088
0．00227　　　　0．00206　　　　α00021
0．00205　　　　0．00192　　　　0．00013
0．00220　　　　0．00208　　　　0．00012
0．00189　　　　0，00178　　　　0．00011
0．00424　　　　0．00366　　　　0．00058
0．00169　　　　0．00156　　　　0．00013
0．00212　　　　0．00178　　　　0．00034
0．00197　　　　0．00179　　　　0．00018
0．00198　　　　0．00180　　　　0．00018
0．00211　　　　0．00201　　　　0．00010
0． 0228
0． 198
0． 0178
0． 0191
0． 201
0． 0184
0． 178
0． 205
0． 0178
0． 0220
0． 0212
0． 203
0． 0190
． 0226
． 0218
0． 0198
0． 0 13
0． 0 83
0． 0397
0． 0163
0． 0195
0． 0188
0． 0192
0． 0207
0．000115
0．000024
0．000078
0．000047
0．000013
0．000049
0．000015
0．000039
0．000045
0．000079
0．000044
0．000023
0．000044
0．000369
0．000086
0．000054
0．000047
0．000045
0．000233
0．000053
0．000160
0．000065
0．000072
0．000038
1129
98．0
88．1
94．6
99．5
91．1
88．1
101．5
88．1
108．9
105．0
100．5
94．1
111．9
107．9
98．0
105．4
90．6
196．5
80．7
96．5
93ユ
95．0
102．5
5．0
1．2
4．4
2．5
0．7
2．7
09
1．9
2．6
3．6
2．1
1．1
2．3
16．3
3．9
2．7
2．2
2．5
5．9
3．3
8．2
3．5
3．7
1．8
1．66
0．00
－1．07
－0．37
0．16
－0．75
－1．12
0．37
－1．07
1．18
0．75
0．27
－0．43
1．50
1．07
0．00
0．80
－0．80
10．63
－1．87
－0ユ6
－0．53
－0．32
0．48
ZScores：lzl≦2：satisfactory，2＜［zl＜3：questionable，　l　zl≧3：unsatisfactory
た機関は14機関であった．酢酸エチルの送液速度は，15
mL／分とした検査機関が1機関，10　mL／分とした検査機関
が2機関，5mL／分が6機関，2～3mL／分が1機関，2．5
mL／分が1機関，2mL／分が4機関（約2mL／分という検査
機関を含む），1mL／分が8機関（約1mL／分という検査機
関を含む），不明（未記載）が1機関であった．送液速度
が約2mL／分，約1mL／分及び不明の1機関は，いずれも
ポンプ等を使用していない機関である．酢酸エチルの溶出
液量は，5．5mしとした検査機関が1機関，5mしとした検
査機関が22機関，3mしとした検査機関が1機関であった．
　酢酸エチル溶出液は，誘導体化に先立ち硫酸ナトリウム
（無水）による脱水を行うが，溶出後に脱水を行った検査
機関が21機関，溶出時に脱水を行った機関が2機関，不明
（未記載）が1機関であった．また，数機関を除く大部分
の検査機関では脱水後の溶液の一部を分取し，濃縮・誘導
体化を行っていた．
　検量線は，全検査機関において測定の都度作成されてい
た．濃度ゼロの点を除く検量線の点数は検査機関により異
なり，3点～7点の範囲にあった．そのうち1機関では検
量線の各点について2回測定を行っていた、
　フェノール類の標準原液は，すべての検査機関で市販標
準原液が使用されていた．
2．分析結果
　24検査機関から報告された計120個の報告値から算出し
た統計量をTable　3に示す．全平均値は0．00206　mg／L，回
収率は102．0％，変動係数は21．5％であった．
　各検査機関から報告された，それぞれ5個の報告値から
算出した各機関の平均値（以下「測定値」という），変動
係数等をTable　4に示す．また，各検査機関の測定値の
ばらつきをFig．1に示す．
　測定値の範囲は0．00163～0．00397mg／L，平均は0．00206
mg／しであった．各検査機関の変動係数（検査機関内変動
係数）の範囲は0．7～16．3％，平均は3．5％であった．
　24個の測定値のうち，平均から離れた測定値について，
Grubbsの方法により異常値の有無の検定を行った（有意
水準5％）．その結果24個の測定値中，0．00397mg／L（検
査機関No．19）の測定値が異常値と判断された．この1個
の測定値を除いた場合の，23個の測定値の平均は0．00198
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mg几であった．
　厚生労働省通知では，フェノール類の検査にあたり，変
動係数で20％以内の精度を確保することとされている．各
検査機関の，それぞれ5個の報告値から算出した変動係数
の分布は，5％未満が20機関，5～10％が3機関であり，
10％を超える検査機関（16．3％）は1機関であった．
　各検査機関の24個の測定値から算出した検査機関間変動
係数は，21．5％と大きな値であった．異常値と判断された
1個（機関）の測定値を除いた場合は，9．5％であった．
　個々のフェノール類について，各検査機関から報告され
たそれぞれ5個の分析値から算出した各機関の平均換算値，
回収率と変動係数は，1機関の1項目において変動係数が
20％を超えていた．回収率は，24検査機関から報告された
144個の換算値のうち80％未満であったのが10個，120％を
超えたものが9個であった．
　また，24検査機関のうち，2，6一ジクロロフェノールに対
し分析値を報告した機関が5機関であり，残りの19機関は
「なし」またはほぼ0に近い値となっていた．一方，統一
試料には含まれていない2，4一ジクロロフェノールに対し分
析値を報告した機関は19機関であり，残りの5機関は「な
し」またはほぼ0に近い値となっていた．2，4一ジクロロフェ
ノール及び2，6一ジクロロフェノールの両者について分析値
を報告またはほぼ0に近い値を報告した機関はなかった．
考 察
1．測定値に影響を与える要因
　各検査機関から報告された分析方法，測定条件等のうち，
測定値に影響を与えると考えられる幾つかの要因について，
統計的に検討した．
　なお，以下の検討は，異常値と判断された測定値を除外
せずに行った．
　その結果，固相カラムの種類，固相カラムへの通水方法，
固相カラムの乾燥方法，固相カラムからの溶出方法及び分
析担当者の経験年数の違いによる測定値群の間にはいずれ
も有意差は認められなかった．しかしながら経験年数の違
い（1年未満，1～2年，2～3年，3年以上）による測
定値の変動係数は，すべて20％以内であったが，経験年数
1年未満の検査機関による測定値の変動係数（13．3％）は，
10％を超えていた．分取や誘導体化，内部標準の添加など
細かな作業や作業手順が多いことから，精度良く測定を行
うためにはある程度の経験が必要であるものと考えられる．
2．個々のフェノール類の変動係数
　厚生労働省通知では，フェノール類の検査にあたり，変
動係数で20％以内の精度を確保することとされている．本
外部精度管理において，各検査機関内のそれぞれ5個の報
告値から算出した変動係数が，20％を超えた機関はなかっ
たが，15％を超えた機関が1機関あった．また，個々のフェ
ノール類の換算値から算出した変動係数では20％を超えた
機関が1機関（1項目），10～20％であった検査機関が5
機関（11項目）であった．5個の報告値から算出した変動
係数が15％を超えた検査機関（Nα14）では，個々のフェ
ノール類についての変動係数も高く，20％を超えていたも
のもあった．またこの検査機関では，個々のフェノール類
の検量線における直線性が，他の機関と比べやや劣ってい
た．
　一方，フェノールの測定に関する変動係数が10％を超え
た機関が4機関あり，他のフェノール類（1～2機関）に
比べて多かった．設定値が低いこともあるが，フェノール
の測定は，ぱらつきが大きくなる傾向が見られた．
3．個々のフェノール類の分析値
　統一試料は，6種のフェノール類（フェノール，2一クロ
ロフェノール，4一クロロフェノール，2，4一ジクロロフェノー
ル，2，6一ジクロロフェノール，2，4，6一トリクロロフェノール）
のうち2，4一ジクロロフェノールを含んでいない．しかしな
がら，2，4一ジクロロフェノールについて「なし」または0
に近い値とした検査機関はわずか5機関にすぎなかった．
　2，4一ジクロロフェノールと2，6一ジクロロフェノールは，
GCカラムの種類に関係なくすべての検査機関においてピー
クの保持風聞が近接しており，両ピークの保持時闘の差は
0，09～0．61分野あった．2，4一ジクロロフェノールと2，6一ジク
ロロフェノールは分子量が等しく，定量に用いるモニター
イオン（〃2々219）が同一であることから，2つのピーク
と化合物の関係は誤認しやすい．これらの化合物を同定す
る場合，あらかじめそれぞれ単品を測定してピーク位置を
確認するなどの必要がある．フェノール類の検査結果は，
個々のフェノール類の濃度を示す必要はなく，フェノール
への換算値が等しいため，ピークを誤同定したとしても測
定値（フェノール類の合計値）に差は生じないが，ピーク
の同定は正しく行われなければならない．
　また，2，4一ジクロロフェノールに分析値を報告した19機
関，2，6一ジクロロフェノールに分析値を報告した5機関と
もに，共通点として保持時間が短いピークについて分析値
を報告していた（ただし2，4一ジクロロフェノールに分析値
を報告した1機関については，2，6一ジクロロフェノールの
保持時間の記述なし）．各検査機関で使用されたGCカラ
ム，測定条件では2，6一ジクロロフェノールのピークが2，4一
ジクロロフェノールよりも先に出現すると予想される（Fig．
2）．分析結果報告書は2，4一ジクロロフェノール，2，6一ジク
ロロフェノールの順に回答することとなっているため，ピー
クの同定は正しく行われていたとしても保持時間順に分析
値を記入した場合，回答は逆になる．従って検査機関によっ
ては，注意力の欠如から分析結果報告書の記載欄を取り違
え，誤って記入した可能性がある．19機関という多数の検
査機関が誤記入したとは考えにくいが，これは分析以前の
問題であり，水質検査成績書は水道水の安全性を確認する
基礎となるものであるため，「単純ミス」で済まされるも
のではない．より注意深い文書管理とチェック体制の強化
が必要であるとともに，分析条件，操作技法，データ解析，
検査成績書の作成等について検討し，より正確な分析を心
がける必要がある．
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4．異常値
　前記のように，24検査機関のうち，Grubbsの方法によ
り，0．00397mg／L（1機関）の測定値が異常値と判断され
た．この値を除く他の23検査機関の測定値は，
0．00163～0．00228mg／しの範囲にあり，この測定値のみが
他の値とかけ離れた値であった．測定値が異常値と判断さ
れた検査機関（No．19）から報告された分析操作・測定条
件等は他の機関のそれとほぼ同様であったが，各フェノー
ル類の回収率が他の機関の平均と比べ全体的に高い値であっ
た．その回収率はフェノールが180％，2，4，6一トリクロロフェ
ノールでは約400％であり，他のフェノール類は100～120
％程度であった．市販の標準液はフェノールのみを含む標
準液とその他5種のクロロフェノール類の混合標準液とに
分けて販売されている例が多い．異常値の原因は不明であ
るが，市販の混合標準溶液を使用している場合，試料の調
製などの操作により特に1成分のみ飛び離れた値を示すこ
とは考えにくい．しかし6種のフェノール類をそれぞれ単
品で混合している場合には，それらの希釈，混合の際，濃
度，採取量等に十分注意して操作する必要がある．また，
試料の分解を防ぐため，混合標準原液の保存・管理には十
分注意し，希釈した標準溶液は速やかに使用する必要があ
る．
5．Zスコア
　24検査機関のうち，「満足」とされた機関は23機関，「質
疑あり」が0機関，「不満足」が1機関となる．「不満足」
と評価された検査機関（Z＝10．63）は，その測定値が
Gnlbbsの方法により異常値と判断された機関であった．
要 約
　北海道内で水道水質基準全項目検査を実施している24検
査機関を対象として，フェノール類（フェノール，2一クロ
ロフェノール，4一クロロフェノール，2，4一ジクロロフェノー
ル，2，6一ジクロロフェノール，2，4，6一トリクロロフェノール）
についての外部精度管理を実施した．
　フェノール類濃度の変動係数が20％を超えた機関はなかっ
たが，1機関で4一クロロフェノールの変動係数が20％を超
えた．2，4一ジクロロフェノールと2，6一ジクロロフェノール
を逆に報告した機関が19機関あり，正しく報告した機関は
5機関であった．Zスコアは，23機関で2以下（満足）と
いう結果であり，おおむね良好であったが，1機関のみ3
以上（不満足）であった．
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Fig．2　Typical　Total　lon　Chromatogram　of　IndMdual　Phenols（SIM　mode，1mg／L）
1：Phenol（醒吃151，166），　H：2－Chlorophenol（〃2ノ乞185，200），皿：4－Chlorophenol（切々185，200），
IV：2，6－Dichlorophenol（加々219，234），　V：2，4－Dichloropheno1（昌々219，234），
VI：Acenaphthene－d10（1．S．，0．2　mg／L），（〃屹164，162），　V匠：2，4，6－Trichlorophenol（〃珍253，268）
＊The　numbers　in　the　parentheses　show　the　mass　numbers（溺々）of　target　ion　and　qualify
ion　for　each　compound　on　SIM　mode　measurement，　respectively．
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